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「友の会世話人会」設立に係わって

1997 （平成 9 ）年愛知大学の旧本館が、大学記

念館と命名され、 1998 年 2 月 12 日、文化庁によ

る国の有形文化財として指定登錦、これを機に同

年 5 月 9 日（本間喜一名誉学長の命日にもあたる）

東亜同文書院大学の関係資料や孫文・辛亥革命と

山田良政・純三郎関係の展示室が公開された。

2008 （平成 20）年 9 月 27 日には、文部科学省

のオープン・リサーチ・センター整備事業として、

2006 年から 2 ヶ年をかけて再整備、 100 余坪の総

面積 7 部屋に、同文書院関係、孫文を支援した山

田良政・純三郎兄弟（同文書院関係者）の遺族か

らの貴重な資料をもとに、音声ガイドシステム（日

本語・中国語・英語版） 40 台と、タッチパネル

5 台を設置し、同文書院から愛知大学への継承を

紹介している。それと同時に研究関係では、機関

誌やブックレットの発刊や公開講座によって、広

く市民に知られることになり、見学者が次第に増

力目してきた。

明治から大正、昭和の初期、寧都豊橋時代にお

いて、陸軍第 15 師団司令部や陸軍予備士官学校

などの関係者遺族の方々、東亜同文書院の遺族、

愛知大学のO Bの方々が、郷愁にひたりながら見

学され、その数も急増した。また、ウォーキング

コースの中に組み込まれた愛知大学の歴史建造物

（建築後 100 年余）や史跡記念碑など 31 ヶ所を巡

る老若男女の見学者が増加の一途をたと事ってい

る。

こうした中で、「地元愛知大学をもっとよく知

東亜同文書院大学記念センター 主治 kn E缶・
客員研究員・運営委員 ~ノヘH ヰデ

ろう」と豊橋市栄校区の皆さんが「栄校区まちづ

くりを考える会」を中心に活動を始めた。まちの

ボランテイアは、自前のハンドマイクを持参して

のハッピ姿で愛知大学校庭や大学記念館を案内し

てくれる。まちの郷土史研究家は、近くの中学校

の生徒を引率して大学記念館を見学しながら社会

科授業の一環として紹介してくれる。

2006 （平成 18）年、まちづくりを考える会では、

豊橋市制 100 周年に合わせて愛知大学を組み込ん

だ「文教のまちJ 「国指定の文化財や史跡を見て

歩こう」というウォーキングコースを策定し、新

聞大のポスター 12,000 枚も作成した。

こうした行動は、市民を自然発生的に「愛知大

学は我がまちの誇りだj と自覚させ、校区皆さん

の連帯認識となり、［ファンの会を創ってはどう

かj という方向に向かってきた。

そんな意気込みを感じた愛知大学側はこれに対

し、「2004 （平成 16）年以来地区市民の発意に基

づく自然と文化と歴史が共生する開かれた大学が

地域と一体になったパンフレットや看板を製作し

たJ ことに対し、 2007 （平成 19）年感謝状を贈

呈している。

もともと文部科学省にこの補助金を申請したと

きの経緯から「市民との共生」は歓迎されるべき

こと、オープン・リサーチ・センターとしても重

要課題として検討会を聞いてきた。

東亜同文書院大学記念センターには、既に賛助

会員制度があり、その重複をどう考えるか。各種
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友の会、ファンの会のように著名人を顧問に据

えた幅広い会によるのか、会員を集めた場合のメ

リット・デメリットは何か。勝手速のファン会の

ように善良な市民の自然発生的なルールを基に規

約を作成するのがよいのかどうか、と審議もした。

聞かれた大学として性善説に基づいた一般市民

が、大学に自由に出入りできる会員証を発行する

ことができるのかどうか。入退会も自由にするの

か。愛知大学同窓会や後援会との関係はどうか。

度重なる検討会を校区の皆さんも交えて会議を開

いてきた。

そんな時、豊橋美術博物館の館長や副館長さん

が、記念センターを見学に来られ、アイデアを出

していただいた。「これからの時代は、大学と地

域の美術館や博物館、郷土史館などとの連携が重

要だJ と教えられた。

こうした考えをもとに、いろいろと試行錯誤も

合愛知大学来車問文書院大学記念センター

1；盤橋市美術縛物館

之、豊禄市二川宿本陣資料館

」小坂井町郷土資料館

4盛橋市自然史熔物館

5御油の松並木資料館

6重量川市桜ケ丘ミュージアム

？量！Ullr布中央図書館

ー国原市博物館

理蒲都市博物館

1母新城市役楽原歴史資料館

繰り返しながら、束三河地域全体の美術博物館や

郷土資料館などとの連携を進め、地域とのつなが

りを強化することにした。 24 の団体施設が一体

となって「友の会世話人会J への発足に向かった

のである。

そうして、 2000 年代から「愛知大学を校区の

誇り」として認識を高めている「まちづくりを考

える会J の 5 人の協力メンバーは、自ら「友の会

世話人会の実働部隊J と称して協力してくださる

し、その世話人会代表には豊橋市美術博物館の館

長が就任してくださることになった。

2008 （平成 20）年 9 月 27 日、愛知大学東亜同

文書院大学記念センターのリニューアル整備完了

の「お披露目の会J で、正式に「友の会世話人会」

が発足、世話人一向に「世話人委嘱状j が贈呈さ

れ、本格的に活動が始まったのである。
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